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未利用資源飼料化試験情報

1. 試験の概況

2.【原料】試験のために収集した未利用資源について

試験機関等名称

試験実施年度

試験のタイトル（目的）

試験概要

この試験の実用化の可能性

理由

資源

排出物名称

排出元

特　性

処理１
（飼料化のための一次処理）

処理２
（品質保持方法）

留意点

状　態

未利用資源１ 未利用資源 2 未利用資源 3 未利用資源４ 未利用資源５

内容物

乾物中・原物中
水分
粗蛋白質
粗脂肪
可溶無窒素物
ADFom
NDFom
粗繊維
粗灰分

品質保持期間

未利用資源名
対象畜種
試験の内容

効果の概要

成
分(

%)

平成 20 年度～平成 22 年度

廃棄野菜等の安全で高品質な飼料への再生・利用技術の開発

野菜残さ

野菜残さは一般に硝酸態窒素含量が高く、反すう家畜に大量給与すると硝酸塩中毒を引き起こす危

険性がある。そこで、硝酸態窒素還元能力の高い微生物と乳酸菌を組み合わせたサイレージ添加用

微生物製剤を開発するとともに、廃棄野菜残さサイレージを実規模で調製し、乾乳牛や肥育牛に給

与してその影響を調査した。

開発した NAS1(Bacillus subtilis) 及び NAS2(Lactococcus lactis) 菌株を混合接種した野菜残
さサイレージは良質で、硝酸態および亜硝酸態窒素含量は 500ppm および 20ppm 以下まで低減
した ( 安全基準は 1000ppm 未満 )。このサイレージを乾乳牛の全飼料中に 20％程度混合し給与
しても硝酸塩中毒の症状や血液成分への悪影響は認められなかった。また、肥育後期牛へはビート
パルプを混合して水分を約 75％に調整したサイレージを 2kg 程度給与すれば良いこともわかった。

乳用牛・肉用牛 乾乳、肥育

（独）農研機構 畜産草地研究所、（株）松屋フーズ、（独）家畜改良センター（栃木）

開発した菌株の製剤化や製品化が進んでいない。給与量を制限すれば（硝酸態窒素1000ppm未満）

給与は可能。

野菜残さ
（キャベツ）

食品製造業

固形

原物中

89.7％

2.1％

0.3％

4.7%

94.7％

1.4％

0.1％

2.5%

1.6％

1.6％
0.5％

0.8％

1 カ月以上

破砕

複数混入製品

脱水
NAS1、NAS2
添加

破砕

脱水
NAS1、NAS2
添加

　

　

　

　

成分値は日本標
準 飼 料 成 分 表
(2009) より。

　

　

　

原物中

　

　

　

　

1 カ月以上

成分値は日本標
準 飼 料 成 分 表
(2009) より。

　

　

　

　

　

野菜残さ
（ハクサイ）

食品製造業

固形

複数混入製品

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

実用化可能

畜種名 家畜ステージ



３.【飼料】試験に給与した飼料について

4. 試験結果詳細情報の公開について

５. 連絡先

特性 飼料 1 飼料 2 飼料 3 飼料 4 飼料 5
使用した未利用資源

飼料化処理加工方法

給与飼料に占める未利用資源
混入率 (%)

ベースとなる飼料
対象畜種

品質保持期間

給与効果（肉質・乳質、増
体、コストへの効果）

公開の有無

住所

電話番号

e-mail

掲載誌等に発表した場合

所在地（URL等）

家畜のステージ

資源１
資源２

乳用牛

TMR あたり

乾乳

1 カ月程度

中毒や血液成分
の異常は認めら
れず。コスト低
減効果が見込ま
れる。

中毒や血液成分
の異常は認めら
れず。コスト低
減効果が見込ま
れる。

小川増弘、蔡義民、安藤吉信

野菜残さの飼料利用に向けた調製と肉用牛への給与技術
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ホームページ

http://www.nohken.or.jp/

　

　

　

資源 1
資源 2

乳酸発酵

原物当たり

2kg

肉用牛

肥育

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

乾物当たり

20％

TMR あたり

1 カ月程度          　          　          

著者名
題名
掲載誌（項）
発行所
発行年月

乳酸発酵


